
φ
20
0*
20
0

Ａ

Ａ

上枡
鉄蓋

下枡
底板

空気弁蓋

DP=1.10
φ200

甲切

φ150
DP=1.10

φ200*150

22.5°

11.25°

NTT 4条3段 DP1.74

φ200
DP=1.10

22.5°
11.25° 下げ

乙字管H=450

上げ

22.5°

甲切 乙字管H=450

DP=1.40
上げ

乙字管H=300

甲切

DP=1.40

甲切

φ200*150

φ200*200

DP=1.10

NTT 4条3段 DP1.74

DP=1.10

DP=1.10

下げ

下げ乙字管H=450

甲切

φ150
DP=1.10

甲切

乙字管H=300

φ200

DP=1.10

90°

甲切

90°

甲MMH-24

乙字管H=450 上げ

乙字管H=300

90°

1.0

甲切

乙字管H=300

乙字管H=450

φ25

東電 130SVP 2条1段, 

DP=0.80

上げ

甲切

下げ

100HP 3条2段 DP1.10

Ａ

空気弁蓋

鉄蓋
上枡
下枡
底板

東電 100HP 2条2段 DP1.30～1.70

甲切

φ150*25

DP=1.10

上げ
下げ

DP=0.80

甲切

DP=1.55

φ１５０
DP=1.20

DP
=1
.6
0

1.0

東電 130HP 3条1段 DP1.20

甲切

DP=1.20

DP=1.20

下げ

乙字管H=450

DP=1.10

斜め下げ

乙切

甲切

DP=1.20

東電 130SVP 2条2段 DP1.20

甲切
45°

甲切

斜め上げ

45°

上枡
鉄蓋

下枡
底板

空気弁蓋
DP=1.10
φ200

φ50*25

90°×2

工　事　件　名

工　事　場　所

図　　面　　名

甲府市上下水道局 契約番号 マイクロ№

縮尺 分割図示

Ｒ５－更新－１８

(T.A1.B3.C2.S2)

(T.A1.B3.C2.S2)

ＤＩＰφ２００

２００５
DP=1.60

DP=1.10

N=2本

φ200*25

(T.A1.B1.B2.C2.S2)

DP=1.55

甲切

上げ

φ150*150
45°

5 5/8°

11.25°

45°

甲切

(T.A1.B2.B3.S1)

φ75

(T.A1.B3.C2.S2)

φ200*25

甲切

甲切

DP=1.10

甲切 DP=1.55

φ200*100

φ100*75

Ｆ

φ75
DP=1.15

回転式テーパーシモク×ステン

ＳＳＰφ50

DP=1.00

90°*2

上げ

(T.A1.B2.B3.B4.S1)

上げ

(T.A1.B1.B2.C2.S2)

水圧検査・洗浄用配管

ＤＩＰ

１９８９

φ１５０ＤＩＰ

１９８９

電線共同溝（計画）

22.5°

Ｓ＝任意

小型空気弁　 φ２０ （ 補修弁・ 防寒カバー付）

メーターブッシング　 φ２ ５×２０

ステンレス伸縮可とう継手絶縁袋ナット 付　 φ２５

ステンレス伸縮可とう継手絶縁袋ナット 付　 φ２５
メタル入りパッキン　 φ２５

サドル分水栓

空気弁詳細図

ＳＵＳ304  ステンレスパイプ　 φ２５

※ＳＳＰφ25で長さを調整

φ150×25

メタル入りパッキン　 φ２５

土被り0. 7ｍ以上

※中間パイプで調整

P-Link使用箇所※2 G-Link使用箇所※3ライナー使用箇所※1

GX形直管はすべてS種管とする。

甲切　は有頭(受口有り)の切管を表す。

※1　一体化長さ　左右最低1.0ｍ以上かつ、合計下記以上

切管部は補修材を塗りよく乾かすこと

切断機を使い切断すること

曲管部(45°以上)：4.0ｍ両側（φ150・φ200）　

曲管部(45°以下)　：1.0ｍ Ｔ字管部：1.0ｍ

※2　P-Link

※3　G-Link

直管受口に切管を接続する場合は、P-Linkを使用し接続すること。

異形管受口に切管を接続する場合は、G-Linkを使用し接続すること。

・施工順序について、事前に監督員に確認して下さい。

・土被り等に変更があった場合には監督員の指示に従って下さい。

・現場状況により上記の配管と相違が生じる場合には、監督員との協議を行ってください。

乙切　は無頭(挿し口有り)の切管を表す。

P-Link

G-Link

底板下には砕石（ｔ＝100）以上を基礎砕石として

施工すること

仕切弁のボルト部が見える高さに底板を設置すること

T(鉄蓋)：H=130

B1:H=100

B3:H=200

B4:H=300

A3:H=300

A2:H=150

C2:H=300

S1:H=60

S2:H=60

C1:H=200

B2:H=150

A1:H=150

仕切弁筐

S種管（切管用）切管有効寸法0.8ｍ以上とする。

一体化延長が上記以上となるようにライナーを使用すること。
5.5ｍ（φ100・DP=1.05）

仕切弁及び管末部：10.0ｍ（φ200・DP=1.05）8.0ｍ（φ150・DP=1.05）
5.5ｍ（φ75・DP=1.05）

(T.A1.B3.C2.S2)

1.5

1.5

DP=0.85

DP=0.80

高さ調整

2.0 3.0

2.0

11.25°

22.5°

M

A

A’

45°

90°

90°

45°

街灯
甲切

2.0～3.0

甲止水栓φ25
止水栓蓋（鉄） F

DP=0.60

DP=0.80

A

M

A’

N

水圧検査・洗浄用配管

試掘③

試掘④

乙字管H=450

試掘⑤

試掘⑧

試掘②

2.0L*1.0W*1.4H

2.0L*1.0W*1.4H

2.0L*1.0W*1.0H

2.0L*1.0W*1.0H

試掘⑨

試掘⑲

試掘⑪
2.0L*1.0W*1.9H

2.0L*1.0W*1.9H
試掘⑫

試掘⑮

試掘⑯

2.0L*1.0W*1.4H

2.0L*1.0W*1.4H

試掘⑰

東電 130HP 3条1段 DP1.20

2.0L*1.0W*1.1H
試掘⑱

2.0L*1.0W*1.1H

試掘⑳
2.0L*1.0W*1.2H

2.0L*1.0W*1.4H

2.0L*1.0W*1.4H

2.0L*1.0W*1.2H

水圧用を再利用

15
00

落としバルブ

試掘⑥ 2.0L*1.0W*1.2H

試掘⑦ 2.0L*1.0W*1.2H
45°

φ6B×150

既設ドレーン

歩道
歩道歩道

DP=1.20
φ１００
ＣＩＰ

１９６４

試掘⑭
2.0L*1.0W*1.2H

乙字管H=300上げ

DP=1.15

φ150*100

φ100*75
1800

DP=0.85

１９３７ＣＩＰ

１９３７

ＣＩＰ

φ6B

ＳＳＰφ50
DP=1.00

路線1-1

路線1-1

路線1-2

路線1-3

路線1-3

路線1-5

路線1-4

路線1-3

路線1-1

Ｅ.Ｐ.

Ｅ.Ｐ.

Ｅ.Ｐ.

Ｅ.Ｐ.

Ｂ.Ｐ.

Ｂ.Ｐ.

DP=1.10

(T.A1.B1.B2.C2.S2)
DP=1.10

φ150

Ｂ.Ｐ.

路線1-1

グレーチング
ｺﾝｸﾘｰﾄ削孔1箇所

φ50*25

止水栓蓋（鉄）

PPφ25

φ50*25

φ25

PP-VP継手

止水栓蓋（鉄）

PP-VP継手

止水栓蓋（鉄）

試掘⑩
2.0L*1.0W*1.0H

ﾌﾚｷφ25袋×外ねじ
洗浄用配管

水抜栓φ25　　PP L=1.0m

PPφ25

配管詳細図

甲府市飯田一・二・四丁目地内（甲府地方気象台の東）

3/4

ガス 中圧K200 DP1.50

東電 130HP 3条2段 DP2.50

DP=1.85

DP=1.20

水圧用を再利用

90°

DP=0.80

横断水路

乙字管H=300

横断水路
W2000×H1500 DP0.25

路線1-3

道路横断部-3

H=1000 2.0L*1.0W*1.9H

試掘⑬

φ200×25

（更新-18）配水管布設替工事（余フ）

φ１５０（６Ｂ）
φ１５０（６Ｂ）

管連絡②

管連絡③

管連絡④（最後）

Ｂ.Ｐ.
2.0L*1.0W*1.6H

試掘①

既設管分水止め施工①

止水栓蓋（鉄）
PP-VP継手

止水栓蓋（鉄）

90°
PPφ25

90°×2

90°

空気弁φ20

空気弁φ20

空気弁φ20

公開用図面


